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初期導入コストが安く、リソースを柔軟に増減で
きるメリットなどから、パブリッククラウドをITのイ
ンフラとして活用する企業が増えている。「クラウド
ファースト」という言葉に象徴されるように、この傾
向は今後も続くだろう。

しかし一方で、いったんパブリッククラウドに移行
したシステムをオンプレミスに戻す「オンプレ回帰」
の動きもある。調査会社のIDCのデータによれば、
実に35％の企業がオンプレミスに戻した実績があ
るという（注1）。なぜ、こうした動きが起きるのだろ
うか。

理由は大きく3つある。1つは「セキュリティ」だ。パ
ブリッククラウドに移行したものの、求めるセキュリ

ティを実現するのが想定以上に難しいケースだ。次
が「コスト」だ。クラウドはコスト試算が難しい上に、
必要な機能を追加して移行してみたら予想以上にコ
ストがかかったという声は少なくない。3つ目が「パ
フォーマンス」だ。思ったほどのパフォーマンスが得
られず、オンプレミスに戻す企業が多いのである。

もちろん、パブリッククラウドで十分なら問題は
ない。しかし、厳格なセキュリティや高可用性、高い
パフォーマンスを求めるミッションクリティカルなシ
ステムでは大問題だ。

こうしたリスクを低減し、企業にとって重要なシス
テムでも安心してパブリッククラウドに移行するに
は、どのような仕組みが求められるのだろうか。

35％が「オンプレ回帰」のワケ、
重要システムのクラウド移行に
“失敗”しないコツは？

ITインフラにパブリッククラウドを選択する企業が増えている。ところがその一方で、

いったんクラウドに移行したシステムを再びオンプレミスに戻す「オンプレ回帰」が起き

ているのも事実だ。なぜ、時間とコストをかけてクラウドに移行したシステムを再びオン

プレミスに戻すのか。その背景を見ていくと、企業が本当に必要としている理想のITイン

フラの姿が見えてくる。

クラウド移行が進行する中でなぜ「オンプレ回帰」？

※本記事は、2023年7月28日に掲載
されたビジネス+ITからの転載です。
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当たり前ではあるが、パブリッククラウドへの移
行を成功させるためには、パブリッククラウドがシ
ステムに適しているかどうかを見極めることが重
要になる。しかし、現実にはそれは非常に難しい
と、日立製作所 ハイブリッドクラウドビジネス戦略
部 牛島 琢磨 氏は、次のように説明する。
「パブリッククラウドへの移行は、実際に移行して

みないと分からないことが多いのが実態です。当
社は、重要な社会インフラを担うミッションクリティ
カルなシステムを数多くのお客さまに提供し、こう
したお客さまから『パブリッククラウドに移行した
い』という声もいただきますが、移行してみないと
分からないことが多いため、二の足を踏まれている
お客さまが非常に多いのが現実です」（牛島氏）

ミッションクリティカルなシステムをパブリック
クラウドに移行すると、システムの可用性やセキュ
リティを担保するため、標準のメニューを超えてさ

まざまなカスタマイズが必要になる。その結果、シ
ステムが複雑になり、「やはりオンプレミスに戻そ
う」となったときにも、また一からシステム設計・
構築をしなければならなくなる。
「したがって、オンプレミスとパブリッククラウド

で、システムの構成や運用があまり変わらないIT
インフラを選ぶことが重要です。そのようなITイ
ンフラであれば、クラウドに移行するのもオンプレ
ミスに戻すのも容易です。いつでもオンプレミス
に戻せる安心感があれば、クラウド移行の敷居も
大きく下がり、柔軟かつ敏しょう性を持ったシステ
ム構築が行えるでしょう」（牛島氏）

まさに、こうしたITインフラを実現するのが、日
立製作所（以下、日立）が提供する「EverFlex from 
Hitachi」に お け る「Hitachi Virtual Storage 
Platform on cloud（VSP on cloud）」である。

ミッションクリティカルなシステムのクラウド移行は難しい？

「EverFlex from Hitachi」は、as a Service型の
データ基盤サービスや多彩なデジタルITインフラソ
リューションを組み合わせて実現するハイブリッドク
ラウドソリューションのブランドを指す。

たとえば、「EverFlex from Hitachi」のサービス
の1つである「日立従量課金型データ基盤ソリュー
ション」は、サーバやストレージなどのハードウェア
や仮想化基盤を、従量料金プランで利用できるソ
リューションである。これにより、オンプレミスの基盤
をクラウドのように利用することができる。

そして、オンプレミスとパブリッククラウドで

システム構成や運用があまり変わらないITイン
フラを実現するサービスとして提供されるのが

「VSP on cloud」である。
「当社では、オンプレミスのミッションクリティカル

なシステムで多くの実績がある高信頼なストレージ
『Hitachi Virtual Storage Platform（VSP）』を 長
年にわたって提供してきました。『VSP on cloud』
は、このVSPの 機 能・技 術をソフトウェア化し、
Amazon Web Services（AWS）上に展開するサー
ビスです」（牛島氏）

具 体 的 には、「VSP on cloud」を 利 用 すると、

「EverFlex from Hitachi」における「VSP on cloud」とは？

VSP on cloud」は日立のオンプレミスのストレージ（VSP）をソフトウェア化してAWSに展開したサービス
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VSP on cloudのユースケース1：パブリッククラウドへの移行の容易化

AWSのブロックストレージであるAmazon Elastic 
Block Store（Amazon EBS）を複数束ねて、日立
のVSPとして扱えるようになる。オンプレミスとパブ
リッククラウドでストレージが共通化されるので、相
互の移行が容易になるのである。
「たとえば、オンプレミスで高可用なシステムを構

築するにはクラスタ構成を組むのが一般的です。と
ころが、パブリッククラウドで同様のクラスタ構成を
組もうとすると、通常はオンプレミスとは異なる仕組
みが必要になります。しかし、VSP on cloudであれ
ば同じような構成が取れるようになります。これによ
り、クラウドへの移行が容易になります」（牛島氏）

また、VSP on cloudには、Amazon EBSで障害

が起きても業務を継続できる障害対策機能、データ
の誤りを訂正する誤り訂正機能なども標準で用意さ
れている。さらに、異なるアベイラビリティゾーンを
またいだ冗長化にも対応する予定だ。

VSP on cloudでストレージ、その上で稼働するシ
ステムが共通化できることは、特にミッションクリティ
カルなシステムにとってメリットが大きい。
「まず、これまで蓄積してきた運用や保守のノウハ

ウがそのまま生かせます。運用に使っていたツール
やドキュメントをそのまま流用できるのです。最大の
メリットは、安定稼働が担保されることです。今まで
安定稼働していたシステムを“そのまま”移行できる
ので、移行後も安定稼働を期待できます」（牛島氏）

VSP on cloudが効果を発揮するユースケー
スは、大きく3つ考えられる。1つは言うまでもな
くパブリッククラウドへの移行だ。特にこれまで
日立のVSPでミッションクリティカルなシステム
を運用してきた企業にとっては、ストレージのコ
ピー機能を利用したデータ移行も可能であるこ
とに加えEverFlex from Hitachiは使うリソー
スの分だけの支払いに対応しているので、将来
のオンプレミス、パブリッククラウドの利用割合
が読めない場合でも無駄のない投資が可能であ

るためパブリッククラウドへの移行のハードルが
大きく下がる。

2つ目が、システム配置／変更の容易化だ。
「オンプレミスとクラウドを組み合わせたハイブ

リッドクラウドでは、適材適所での使い分けが重要に
なります。VSP on cloudを利用いただければ、シス
テムの相互の行き来が容易になるため、クラウドに
移行した後オンプレミスに戻すことも容易ですし、業
務や要件に合わせてシステムの配置を変えることも
容易になります」（牛島氏）

VSP on cloudが効果を発揮する3つのユースケース

VSP on cloudのユースケース2：システム配置／変更の容易化
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VSP on cloudのユースケース3：堅ろう性の向上

そして3つ目がシステムの堅ろう性向上だ。これ
は、具体的には災害対策などで構築したセカンダ
リーサイトをクラウドに移行したいというニーズを指
す。牛島氏も「実は、このニーズが最も多い」と次のよ
うに話す。
「多くの企業は、東京－大阪などの離れた拠点間で

リモートコピーを使った災害対策の構成をとっていま

す。VSP on cloudを使うと、このセカンダリーのサイ
トをクラウド（AWS）に置くことができるので、従来の
データセンターのコストを削減できます」（牛島氏）

さらにクラウドに置くことで、データ活用も有利
になる。クラウド（AWS）にはデータ分析に使えるさ
まざまなツールが豊富に揃っているので、セカンダ
リーサイト上のデータの活用も容易になるからだ。

日立は、企業のデータから価値を創出し、デジタル
イノベーションを加速するための同社のソリューショ
ン／サービス／テクノロジーを総称して「Lumada

（ルマーダ）」と呼んでいる。
これは「Illuminate（照らす・解明する・輝かせる）」

と「Data（データ）」を組み合わせた造語であり、顧客
のデータに光を当てて輝かせることで、新たな知見
を引き出し、経営課題の解決や事業の成長に貢献し
たいという同社の思いが込められている。

このLumadaにおいて最も重要なのが「データ」
だ。今後、オンプレミスとクラウドを使い分けるハイブ
リッド環境が広がれば、いつでも安心してデータを使

いたいという従来のニーズに加えて、「どこでもデー
タを使いたい」というニーズが高まるのは確実だ。
「VSP on cloudは、この『いつでも、どこでも安心

してデータを活用したい』というお客さまのニーズ
にこたえる最初のステップになります。日立が得意と
するストレージの仮想化技術をさらに進化させるこ
とで、お客さまがデータの格納位置を意識すること
なく、シームレスにデータを扱える環境を実現したい
と考えています」（牛島氏）

ミッションクリティカルなシステムのクラウド移行、あ
るいはオンプレ回帰を検討している企業は、ぜひ日立
のEverFlex from Hitachiに注目していただきたい。

いつでも、どこでも安心してデータを活用できる環境へ

注1　出典：2022年 国内ハイブリッドITインフラストラクチャ利用動向調査（IDC #JPJ48183222, October 2022）
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